
　シーズン最後を飾る第31回県軟式野球選手権大会は21
日から三日間の日程で始まり、開会式は午前９時より大
橋球場で行なわれ県警音楽隊が演奏するマーチに乗って
15チームの選手団が入場。国旗･連盟旗･長崎新聞社旗の
掲揚、優勝旗･楯･松浦杯が前年優勝の長崎日野自動車か
ら、準優勝旗が親和銀行から返還された。
　主催者を代表して篠原修三・長崎新聞社専務が「県内
260チームの中から選ばれた精鋭が一堂に集った｡精魂を
込め悔いのない試合をし郷土の期待にこたえてください」
とあいさつ。長崎日野の中村郁郎主将が選手宣誓を行な
った。 (昭和56年11月22日付けの長崎新聞より抜粋)
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里が御厨打線をノーヒットに抑える好投で守り切った。
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拙攻で逃した日野は四回一死満塁のチャンスにサインの不徹底か

ら三走の鶴島が三本間に挟まれ､またまた好機を潰すかにみえた。
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されながらも野手のエラーで三進｡永留のスクイズで得たもの。

　大村は好投の牟田を見殺しにした。
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【二】金丸、平田、宇土　　　　
【評】有明の小柄なエース金子は立ち上がり奈良尾を三者三振に打

ち取る上々のすべり出し｡ところが二回先頭の金丸に左越え二塁打。

送りバントと一ゴロで二死までこぎつけたが、津田祐に中前タイム

リーを浴びた。金丸にはストレート、津田にはカーブ。いずれも高

めに浮くところを狙われた。この回を除けば五回に平田の二塁打の

み。ほぼ完璧なピッチングだったがこの１点が命取りとなった。



　　第31回大会は壱岐が不参加の15チームで行なわれたが、福江、上五島

　対馬の離島３チームがベスト８に進出。第二日は五島同士の対戦がある。
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平山の好プレーにより実らなかったことだ。
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 に東川の三塁打で山口が生還。ツキにも助けられたが効率よく勝負を決めた。
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0

④ 金 崎 3 0

0

⑤ 金 丸 3 0 0

【奈良尾】 打 安 点

0

⑧ 森 3 0 0

② 宮 崎 2 0

1

1

0 0 4

② 林

0

⑦ 松 竹
福江ビクトリー  000 000 1x 1 3 3 0

奈 良 尾 ク ラ ブ  000 000 0 0 1 0 1

2 1

⑨ 津 田 明 1 0 0

⑥ 津 田 祐
0

失併残
0 0 1

【二回戦】◇第２試合◇ 振球犠盗

 した。三回の日野は中前打の木村が二盗とバントで三塁へ。スクイズを警戒

 しすぎた中庭の牽制悪送球で労せず先取。この１点が試合の流れを変えた。

 続く四回にも打者一巡し４本の長短打を集めて５点を挙げ中庭をＫＯ。救援

 した岸原からも五回に四球と岡田の走者一掃三塁打などで４点を奪った。

 【評】三連覇を狙う長崎日野の打線が爆発し大量10点を奪ってコールド勝ち

00

0

2

0⑤
(５回コールド)

0 0

2 0 1

10
盗

0 4
② 永 留 2

0 0 0
井 2

0 04 ⑥ 八 坂

1

④ 毛 越 2 0

0

③ 森 崎 2

①7【三】岡田、石本　【二】中庭、岡田　　

長崎日野自動車  001 54

第31回(S.56年)③

中 庭

点

0H 高 野 1

0

⑧ 神 宮 0 0

⑦1岸 原
⑨ 栗 山

0 0

1

0 0

【日　野】 打 安 点

1 016

1

0 0

0 0

⑧ 岩 下 2 0 0

H8 中 村 郁 0

1

① 櫨 本 2 0 0

⑥ 岡 村 3 1

0

H9 中 村 義 1 0 0

⑨ 有 川 1 0

1

② 岡 田 3 2 4

⑤ 鶴 嶋 2 1

⑦ 川 良 0 0 0

③ 木 村 3 2 2

2

18 7 9

④ 石 本 1 1

2 1

１時間10分1 8 3 3

 【評】轟クがワンチャンスを生かして逃げ切った。六回の轟は安打と四球の一

 死一三塁に道副が浅い右飛。三走の田端がタッチアップから好走よく本塁を陥

【二回戦】◇第１試合◇　 振球犠

海 王  000 00

0

打 安【海　王】失併残



　大会三日目の23日(月)は準決勝２試合と決勝戦を行 投手戦となったが四回に親和の俊足、古川の好走塁で

なう予定であったが、第１試合の長崎日野自動車－福 挙げた１点を高藤が守り切った。

江ビクトリー戦は五回を終えて１－１同点の場面で降 　決勝戦の長崎日野－親和銀行の対戦は三年連続の顔

雨激しく翌24日に特別継続試合となった。再開された 合わせで大会史上初となったが、失策で１点の先行を

六回から長崎日野はエースの中村郁をマウンドに送っ 許した長崎日野が八回に岩下が逆転の２点二塁打を放

て守りを固める一方、七回に敵失に恵まれて決勝点を ち、中村郁が親和打線をノーヒットに抑えて３年連続

挙げて福江ビクトリーの食い下がりを振り切った。 優勝に輝いた。

　準決勝第２試合は親和銀行･高藤と轟クラブ･久世の (昭和56年11月25日付けの長崎新聞より抜粋)

打 安 点 【準決勝】＝第１試合＝　 振球犠盗失併残 打 安 点

⑧ 4 1 0 4 1 0 1 3 0 6 １時間46分 ⑧ 2 0 0

⑥ 4 2 0 9 3 3 1 3 0 7 【二】木村 ① 2 1 0

⑦ 3 0 0 【評】１－１で迎えた七回表の日野は先頭の木村が左二塁打。中村 ② 3 0 0

⑨ 3 0 0 郁のバントは内野安打となり投手の一塁への高投を誘って後方には ⑥ 3 0 0

⑤ 3 0 0 じく間に木村が還って決勝点となった。 ⑤ 3 0 0

② 2 0 0 　前日に行なわれた五回までは雨中戦。日野が初回に岩下の安打と ① 3 1 0

③ 3 1 0 二盗。捕逸と投手暴投で労せず１点を先取し試合を優位に進めてい ③ 3 0 0

① 2 0 0 たが、五回三塁手の送球を二度とも落球して福江に同点に追いつか ⑨ 3 1 0

1 1 1 0 れた。この回かなり激しい雨が降っていたとはいえ、やや軽率なプ ⑦ 2 0 0

④ 3 1 0 レー。それだけに一塁手の木村にとっては汚名返上の一打だった。 24 3 0

　 28 6 0 　日野は同点に追いつかれては決勝戦に備えて温存していた中村を

この日登板させざるを得なくなりウォームアップ不足から高目の球

が多く、七回は走者を二塁に置いて一瞬ヒヤリとさせられる当たり

をされたが一応無難に福江打線を抑え勝利投手となった。

打 安 点 【準決勝】＝第２試合＝　 振球犠盗失併残 打 安 点

④ 3 0 0 3 3 0 4 1 1 4 １時間16分 ⑦ 3 0 0

⑧ 3 3 0 2 0 0 0 0 0 1 ② 3 1 0

⑤ 1 0 0 【評】親銀の高藤が惜しいところでノーヒットノーランを逸した。七回 ⑥ 3 0 0

⑦ 3 0 1 一死まで遊失走者だけだったが、あと二人というところで中山に打たれ ③ 3 0 0

③ 2 0 0 惜しくも記録はならなかった。この日の高藤はストライクが先行し特に ④ 2 0 0

⑨ 3 0 0 コースいっぱいに投げ分ける制球力は抜群だった。 4 0 0 0

② 3 0 0 　轟の久世も下手から浮き上がったり落ちたりする球で好投。古川ただ ⑤ 2 0 0

① 3 0 0 一人に３安打許したのみだったが、その古川の足にやられた。四回先頭･ ⑧ 2 0 0

⑥ 2 0 0 古川の当りは通常の打者なら一ゴロだったが俊足を飛ばして一瞬早く駆 ① 2 0 0

23 3 1 け込み内野安打。ただちに二盗し死球後の無死一二塁で坂井は二ゴロ。 ⑨ 2 0 0

併殺くずれの間に古川が三塁を回って生還した。これも一塁手が落ち着 22 1 0

いて投げておれば本塁は際どかったが慌てて高い球を投げて古川を生か

したもの。古川に限らず親銀は足の速い選手が多いのが魅力である。

武田薬品清水(静岡)

中筋組グループ(島根)

日鉱採油(岡山) 出水ﾛｲﾔﾙｸﾗﾌﾞ(開催地)

誠邦園クラブ(秋田)

【福　江】

岩 下 長崎日野自動車  100 000 1 2 本 岡

【日　野】

第31回(S.56年)④

中 山

久 住 呂 親 和 銀 行  000 100 0

中 尾

【親　和】 【　轟　】

平 山 利

木 村 田 上

古 里 木 場

坪 内

林

有 川 富 川

鶴 嶋 田 村

黒 石 山 口 義

高 藤 伊 東 幸

小 森 伊 東 康

岩 佐

岩 崎 久 世

立 岩

竹 山 道 副

坂 井

1

岡 村

中 村 義

岡 田

石 本

中 村 郁

福江ビクトリー  000 010 0 1

山 口 玉

浜 崎

古 川 轟 ク ラ ブ  000 000 0 0

天皇賜杯第36回全日本軟式野球大会 第36回滋賀国体は本県から不出場

西 尾

第31回(S.56年)④

【二】 タ イ ガ ー ス

S56.8.21～・北海道網走市ほか　52チーム参加

【一】 親 和 銀 行 3-0

【二】 〃 0-1

第３回西日本軟式野球大会〈１部〉

【一】 1-5

高松宮賜杯第25回全日本・１部は本県から不出場

この年より全日本学童野球大会が始まる

この年より九州ミニ国体が始まり各県１チームが

参加して、本国体には九州から４チームが出場。

今 福 メ ッ ツ

高松宮賜杯第25回全日本軟式野球大会〈２部〉

第３回西日本軟式野球大会〈２部〉

６/７～･島根県　25チーム参加 5/23～･鹿児島市　25チーム参加

1-7

　9/13～・岐阜県大垣市ほか　16チーム参加
【一】 5-8ファイヤーバード



打 安 点

④ 3 0 0

振球犠盗失併残 ⑧ 4 0 0

3 2 0 0 0 1 2 １時間21分 ⑤ 4 0 0

1 1 1 0 2 0 3 【二】岩下 ⑦ 3 0 0

【評】一時はノーヒットの親和が勝つのでは… ③ 3 0 0

と思われた試合。六回までは３人ずつで片付け ⑨ 3 0 0

ていた日野の中村が七回に先頭の久住呂を歩か ① 3 0 0

せたのがもとで迎えた一死二塁に竹山の平凡な ② 2 0 0

二ゴロを走者に気をとられた二塁手がトンネル ⑥ 3 0 0

して均衡は破れた。普通ならここで投手はガッ 28 0 0

クリくるものだが中村はよく踏ん張った。これ 打 安 点

が日野打線の奮起を呼ぶ。 ⑧ 4 1 2

　だが回も押し迫った七回での失点。しかも初 ⑥ 4 1 0

回にこそ宮本に連打を浴びせたが二回からは立 ⑦ 3 1 0

ち直った宮本にさっぱり。安打は五回の木村だ ⑨ 3 0 0

けとあっては日野の前途は決して明るいもので ⑤ 3 0 0

はなかった。 ② 3 0 0

　ところが八回、日野は一死後に木村の四球と ③ 2 1 0

中村の左翼線安打で一死一二塁となると石本に ① 3 1 0

送らせ１番の岩下に賭けた。岩下の当りは三塁 ④ 2 0 0

後方の飛球。本塁から外野に向けて強い風が吹 　 27 5 2

いており外野手は幾分深めに守備していた。遊

撃手も左翼手も一瞬躊躇したようだが、左翼手 ８回裏長崎日野、二死二三塁に岩下の打球は幸運

が前進してスライディングキャッチを試みたが なテキサス二塁打となり二者相次ぎ生還し逆転。

差し出したグラブの先に当たってポトリ。逆転

の二塁打となった。親和にとってはアンラッキ 狙っていた 益田孝雄・長崎日野監督の話

ーな当たりで、外角いっぱいによぎるカーブや 　　初日にぶざまな試合をしたので二日目からはいい

内角シュートを駆使して好投していた宮本にと 　試合をと頑張ったし、特に決勝の親和銀行には春か

ってもあきらめきれないものだったろう。 　ら勝っていないので燃えていた。狙ってはいたが三

　日野の中村は久しぶりの登板とあって五回ご 　連覇は難しい。中村がよく頑張ってくれた。

ろからヒジ痛を訴え決して最高の出来ではなか

ったが親和打線はどうも中村を苦手としている

ようだ。結局１本の安打も打てないままだった。

第31回(S.56年)⑤ 第31回(S.56年)⑤

【決勝戦】　

親 和 銀 行  ０００ ０００ １００ 1

長崎日野自動車  ０００ ０００ ０２Ｘ 2

【親　和】
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郁

岡 田

木 村

中 村 郁
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岡 村

櫨 本

有 川

鶴 嶋

高松宮賜杯第25回１部･県大会

7/4～・島原

海 王 (対　馬)

高松宮賜杯第25回２部･県大会

6/20～・大村

オ ー ル 那 賀 (壱　岐)

第33回長崎県民体育大会

11/７～・佐世保

親 和 銀 行 (佐世保)

平 戸 ク ラ ブ

(長　崎)

(佐世保)

岩 崎

【日　野】

岩 下

小 森

岩 佐

宮 本

黒 石

石 本

(上五島)

(東　彼)

(福　江)

ファイヤーバード (上五島)

豊 玉 ク ラ ブ (対　馬)

上 五 島 ク ラ ブ

田 川 ク ラ ブ

県 経 済 連 (長　崎)

(島　原)温 泉 病 院

(諫　早)

(大　村)中 村 ク ラ ブ

(西　彼)

(福　江)

(諫　早) 平 戸 ク ラ ブ

小 長 井 ク ラ ブ (北　高)

(壱　岐)箱 崎 ク ラ ブ

(県　北)全 田 平

詳細不明 詳細不明

(松　浦)松 浦 市 役 所

(北　高)

(平　戸)

(佐世保)

福 島 ク ラ ブ (県　北) 勝 本 北 星

管 友 ク ラ ブ (大　村)

健 友 ク ラ ブ (島　原)

富 江 ク ラ ブ

轟 ク ラ ブ

内田油圧クラブ

海 王

肥 前 ク ラ ブ

(平　戸)

み そ の 会 (松　浦)

中 村 ク ラ ブ

生 月 体 協 (北松浦) 1 4

福江ビクトリー (福　江) 1 0

(西　彼)

セ ン タ ー ズ (東　彼)

(松　浦) 0 4

轟 ク ラ ブ (北高来) 1 0

(長　崎) 0 0

小 浜 モ ッ ク ス (南高来) 6 1

県 経 済 連

(平　戸) 1 5

奈 良 尾 ク ラ ブ (南松浦) 1 1

(大　村) 0 0

(対　馬) 1 1

3

田川スラッガーズ (東彼杵) 0 0

1

大 瀬 戸 ク ラ ブ (西彼杵) 2 0

長崎無線電報局 (諫　早) 1

(島　原) 3

(壱　岐) 0

健 友 ク ラ ブ


